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教科書

単位数

学
習
目
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学
習
方
法

a

b

c

d

a b c d

21 ○○○○

13 ○○○○

13 ○○○○

2 ○○○○

３
学
期
９
週

18 ○○○○

70

現代社会の諸問
題

1
学
期
１
2
週

２
学
期
１
4
週

授業観察
提出課題
定期試験

ａ:地球環境問題に関心を持ち、学習に意欲的に取り組んでいる。
ｂ:環境問題について、その課題を理解し考察をしている。
ｃ:環境問題発生のメカニズムと経済活動の関連について、その問
題点を把握考察している。
ｄ:環境問題について、必要な知識を身に付けている。

ａ:憲法の基本原理を理解した上で、成治の主体としての自覚を
持っている。
ｂ:成治のあり方や主権者としての政治参加のあり方について、多面
的・多角的な考察をしている。
ｃ:資料を適切に選択・活用し、その問題点を把握考察している。
ｄ:国民の基本的人権と国家の基本的な制度を理解し、必要な知識
を身に付けている。

ａ:現代の市場経済の現状と特質に関心を持ち、学習に意欲的に取
り組んでいる。
ｂ:現代の市場経済と現代企業の特質を理解し、諸課題に対し、多
面的・多角的な考察をしている。
ｃ:市場の失敗や財政金融政策について、その問題点を把握考察
している。
ｄ:基本的な経済原理について理解し、必要な知識を身に付けてい
る。

ａ:日本経済の歴史や現状について関心を持ち、学習に意欲的に
取り組んでいる。
ｂ:戦後の日本経済の歩みと現状を理解し、諸課題に対し、多面的・
多角的な考察をしている。
ｃ:現代の経済もんだいについて、その問題点を把握考察している。
ｄ:日本経済の現状と問題点を理解し、必要な知識を身に付けてい
る。

現代社会の諸制
度

授業観察
提出課題
定期試験

授業観察
提出課題
定期試験

授業観察
提出課題
定期試験

地球環境を考
える

・地球環境問題
・地球環境問題への取
組
・資源・エネルギー問題

日本国憲法と
国民生活

・日本国憲法の成立
・平和主義と日本の安
全
・基本的人権の保障
・人権の広がり
・政治機構と国民生活
・人権保障と裁判所
・地方自治
・選挙と政党
・政治参加と世論

現代の経済
社会と政府の
役割

･経済社会の形成と変
容
・市場のしくみ
・現代の企業
・経済成長と景気変動
・金融機関の働き
・政府の役割と財政・租
税

・日本経済の歩みと近
年の課題
・中小企業と農業
・公害防止と環境保全
・消費者問題
・労働問題と雇用
・社会保障

経済活動のあ
り方と国民福
祉

授業観察
提出課題
定期試験

・人権保障の発展と現
代社会
・国民主権と民主政治
の発展

○○○○

授業観察
提出課題
定期試験

・ギリシャの思想
・宗教の教え
・人間の尊重
・人間の自由
・個人と社会
・人間性の解放
・青年期と自己形成の
課題

ａ:日常生活の中で、政治や法との関わりに関心を持ち、学習に意
欲的に取り組んでいる。
ｂ:現代の社会における民主政治の価値やその必要性について、
多面的・多角的な考察をしている。
ｃ:民主政治に関する資料を適切に選択・活用し、その問題点を把
握考察している。
ｄ:市民革命以降の民主政治の歴史的歩みを、必要な知識を身に
付けている。

ａ:自分のあり方・生き方に関心を持ち、学習に意欲的に取り組んで
いる。
ｂ:職業や社会参加に向けて自己形成の課題を見出している。。
ｃ:各宗教の基本的な考え方や宗教のもつ意義などに関する諸資
料を収集している。
ｄ:人間の存在や価値にかかわる基本的な事項をよく理解し、必要
な知識を身に付けている。

学
習
評
価

評価の観点

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

・授業の内容に掲げた項目について高い関心をもって意欲的に学んでいる。

評価方法

現代の社会と人間について、その理解を深めさせ、現代社会の基本的な諸問題を主体的に考察し公正に判断できる力を養う。
また、自らのあり方、生き方について考える際に必要となる基本的な力を養い、良識ある公民として必要な能力を育てる。

評価の観点 科目の評価の観点の趣旨

・授業の内容に掲げた項目について理解し、現代社会の課題に関する深化した知識を身に付ける。知識・理解

内容のまとまり

・授業の内容に掲げた項目について、課題を見出し、多面的な考察を加えて理解を深めようとする。

・授業の内容に掲げた項目について、様々なメディアの情報を読み取る能力を身に付けようとしている。

単元（題材）の評価規準学習内容

令和3年度　生田高等学校 年間指導計画

実教出版「高校現代社会新訂版」

浜島書店「最新図説　現社」副教材2

学年 1
公民・現代社会教科・科目

他者と共に生
きる倫理

現代社会と人間
としてのあり方生
き方

現代の国家と
民主主義

合計時数(50分授業)

3

必修の教科書・副教材を併用しつつ、新聞・インターネットなどのメディアを活用し、問題演習も行いながら、現代社会の諸問題
を具体的に学ぶ。

単元（題材）
時
数

資料活用の技術

学
期


